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低学年1分 科会

低学年1【分科会
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各分科会における実践事例

「き らき ら シー ル」 で と もだ ち の い い と ころを も らお う

「た ん ぽ ぽ に な って,楽 し くず か んづ く りを しよ う」

3学 年分科会

4学 年分科会

高学年分科会

「友達 との学 び合 いを通 して,自 分の考えを分か りやす く表現 しよ う」

「ポ ス ター セ ッシ ョンで表 現 を高 め よ う」

「自分 の成長 について振 り返 り,考 えを深 め表現 しよ う!」

IV研 究の成果 と課題

〈要 約 〉

国語科 において は心豊かに表現 し理解す るために,言 語能力 を高 めてい くことと共 に

児童 の思 いや願 いを大切 にし,自 ら学習 しようとす る意欲を高 あ,児 童が主体的に取 り

組めるよ うな学習を創造 して いくことが求められている。

本研究で は,言 葉を大切に して主体的に表現する過程の中で,一 人一人のよさを認 め

合い,共 に考えを深めてい く学び合いを生か した学習の工夫 を通 して,考 えを深め、学

習や生活に生かそ うとす る児童 の育成を目指 したものであ る。
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1共 通研究主題及び基本的な考え方

共通研究主題 言葉を大切に し,進 んで表現する子を育てる指導の工夫

一 自分の考えをもとに,友 達と学び合う活動を通 して 一

1研 究主題設定 の理 由

これか らの時代 は自分 を見っめ,心 豊 かに生 きる心 の時代 と も言われ,い っそ う豊か な人 間

性や 自分 ら しさ,個 性が求 め られて いる。 また国際化 が進ん で人的交流が よ り活発 にな ると,

今 まで以上 に様 々な人 々と出会 い,多 様な価値観 に触 れ る機会 が増 えるため,柔 軟 な適応 力 や

社会性 を養 う必要 性が増 して くる。 そ して高度情報化社会 によ り,世 界中 か らや って くる膨 大

な量 の情報 に対 して必要 な情報 を選別 し,真 偽 やっなが り,背 景 にあ る人 々の思 いや願 いを読

み取 る力が必要 とされ て くる。同時 に発信者 と して 自分 の考 えを確立 し,必 要 な相手 に対 して

適切 に伝え る力 も身 に付 けなければな らない。

この ような変化 の激 しい社会 に対応 す るために,主 体性のあ るた くま しい生 き方が求 め られ

るよ うになる。

国語科 では言葉 を通 して豊 かな感 性や言語感覚 を磨 き,心 と心 をっ なぎ,人 間関係 をつ く り

あげて い くことがで きるよ うな言 葉の使 い手 を育 てていかな くて はな らない。 また的確 に情 報

を とらえ論理 的思 考を積み上 げ,自 分 の考えを分 か りやす く伝 え ることによ り,社 会 の中に 自

己を確立 して い く力 も養 って い く必要が ある。 そ して 自分 ら しさや 自分 の個性 を肯定 的に と ら

え,自 分 自身 を育てて い く意欲や力 の基盤 を培 いた い。 自他 の違 いを発見 し,よ さを認 め合い,

共 に考 えを深 めて い くことがで きる学習活動 を展 開す ることによ り,こ のよ うな生 きる力へ と

っなが って い く表現す る力 を育 て ることが大切で あると考え,本 研究主題 を設定 した。

2研 究主題 に対す る基本 的な考 え方

私 たちは,言 葉 を大切 に し,進 んで表現 す る望 ま しい児童 の姿 を,次 の よ うに とらえた。

○主体的 に学 び,進 んで友達 と学 び合お うとす る子

○言葉 を もとに して考え,い ろいろな方法 で表現 す る子

○ 自分 や友達 の よさに気付 き,共 に考えを深 め る子

このよ うな児 童像 を目指す ために,次 のよ うな2っ の基本的な考え方 に立 ち,学 習指導の 改

善 を図 ることに した。

(1)言 葉 を大切 に し,進 んで表現 す るとは

「言葉 を大切 にす る」 とい うことを,以 下 のよ うに とらえた。

●

●

●

●

言 葉 か ら様子 や気持 ちな どに対 す る想像 を広 げ る。

思 いや考 えにふ さわ しい言葉を探す。

言葉 のい ろい ろな側面 につ いて知 る。

言葉 に何度 も立 ち戻 って考 える。
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・ 言葉 の背景 にある思 いや願 い
,意 志 を伝 えたい内容 にっ いて想像す る。

「進 んで表 現す る」 とは,次 の ような姿 と して とらえた。

自分 の思 いや考えを伝え ようとす る意欲 を もつ。

自分 の思 いや考えを,自 分 の言葉 で伝 える。

・ 相手 や 目的に応 じて,自 分 に合 った表現方法を選択 す る。

分か りやす く効果 的な表現方法 を工夫す る。

この よ うな個 々の表現活動 を細 か く見て取 ることに より,児 童一人一人 の興味 や関心,得

意 な学 習方法,理 解 の深 さなどを推 しはか ることがで き,児 童 の学習 の姿 をよ り深 く知 る こ

とが可能 になる。 また理解 と表現 は表裏一体であ り,表 現 に目を向ける ことは,理 解 の充実

に もっなが ってい くと考 えた。十分 な理解や言葉 の力 に裏付 け られ た表現力を育て る ことを

目指 してい る。

② 自分 の考 えを もとに,友 達 と学 び合 うとは

「自分 の考 えを もとに,友 達 と学 び合 う」児童の姿 を,次 のよ うに とらえた。

●

●

●

●

●

●

自分 と友達 の考 えを比 べ る。

自分 と同 じ考 えを見付 けた り,考 え を認 めて も らった りす ることによ り,自 分 の考 え

に自信 を もっ。

友達 の考 えを参考 に して,新 しい見方や考 え方 に気付 く。

友達 の考 えのよいと ころを取 り入れ る。

友達 の よさに気付 く。

自分 の よさに気付 く。

共 に学 ぶ ことの充実感を味わ い,次 の活動 への意欲 を もっ。

このよ うな学 び合 う学習活動 を通 して様 々な感 じ方 や考え方 に触れ ることにより,言 葉 の

世界 を広 げた り,自 分 の考えを深 めた りす ることがで きる。 友達 と楽 しく学 び合 った とい う

学 習経験 は次 の学習 への意欲 を引 き出 し,「 友達 と一緒 に学 び合 ったか ら,こ ん な ことに気

が付 くことが で きた。」「自分 の意見 でみん なの考えが豊かにな った。」 な ど,自 他 の存在 を

尊重 しようとす る態度 を養 うもの と考 える。

■ 研 究 の 概 要

1研 究 の内容 と方法

(1)研 究 の内容

研究主題 にせ まるた あに,次 のよ うな視点 にそ って研究 を進 めた。

① 児童が 自分 自身 の興 味や関心 を生 か して めあて を もち,自 分 に合 った学 習方法を考 え

主体的 に学習 に取 り組 む ことがで きるよ うに単元構成 を工 夫す る。

② 児童が 自分 の言葉 で表現 し,そ れぞれの よさを互 いに生 か し,認 め合 うことので き る

学 習活動を工夫 す る。

③ 児童 の学 習活動 を試行錯誤 の過程 と して受 け止 め,共 感 的に理解 し支援 する指導 と評

価 を工夫 す る。
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② 研究 の方法

研究主題 の具体化 を図 るために,次 のよ うな仮説 を立て,

構成 し,そ れぞれ の分科会研究主 題を設定 し研究 を進 める。

それ に基づ いて5つ の分科会 を

研究仮説

言葉 を もとに考え,学 び合 いを通 して,互 いに認 め合 う楽 しさを感 じることの

で きる場 面を意図的 に設定 す ると,進 んで表現す る子が育 っ。

低学年1分 科会

低学年 皿分科会

3学 年 分 科 会

4学 年 分 科 会

高学年 分科 会

「言葉 に親 しみ,思 いや考 えを楽 しく表現 し合 う学 習活動 の工夫」

「言葉 との出会 いを大切 に,思 った ことや考えた ことを楽 しく表現 し,

学 び合 う学 習活動 の工夫」

「言葉 に関心 を もち,学 び合 いを通 して 自分 の考えを広げ,表 現す る学

習活 動の工 夫」

「主体 的 に言葉 とかかわ り,自 分 の思 いや考えを広げ,表 現す る学習活

動 の工夫」

「言葉 を見っめ,自 分 の考 えを深 め,学 び合 いを通 して主 体的 に表現 す

る指導の工 夫」

2研 究主題 イメー ジ図

目指す 「進んで表現す る子」

を育て るたあに,学 習活動 の

中で の 「学 び合 い」 を中心 に

考 えて きた。

また,学 び合 いの土台 と し

て,個 々の 「言 葉の力」 が あ

ると捉 えた。学 び合 いの ため

には,言 葉 の力の充実が必 要

で ある。

表現 す るカ は,新 しく獲得

された時点 で は試行 錯誤 しな

が ら活 用 され るが,や がて は

言 葉 の力 と して定 着 し,無 意

識 の うちに活 用で きるよ うに

な る。あたか も,葉 が落 ちて土

にか え る こ とに よ り,大 地 が

肥 沃 に な って い くよ うに,表

現 す る力が豊 かにな ることが,

言 葉の力の充実へ とっながる。

日常生活での活用
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3研 究の構想

新 しい学力観

新 しい評価観

東京都教育委員会の教育目標 社会的要請

保護者の願い

国語科 の

ね らい

〈国語部会研究主題〉

言 葉を大 切 に し,進 んで表現す る子 を育て る指導の工 夫

一自分の考えを もとに
,友 達 と学 び合 う活動を通 して 一

児童の実態

教師の願い

ヒ
日}

○主体 的に学 び,進 ん で友達 と学 び合お うとす る子

○言葉 を もとに して考 え,い ろいろな方法 で表現 す る子

○ 自分 や友達 のよ さに気付 き,共 に考えを深 め る子

言葉 を もとに考 え,学 び合 いを通 して,互 いに認 め合

う楽 しさを感 じることので きる場面 を意図的 に設定す る

と,進 ん で表現す る子が育 つ。

研 究 の 内 容

単元構成の工夫 学習活動の工夫 指導と評価の工夫

低 学年1

分科会

研 究 テーマ

低学年H

分 科会

研究 テー マ

3学 年

分科 会

研究 テーマ

4学 年

分科会

研究 テーマ

高学年

分科会

研究 テーマ
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4私 たちが育 てたい 「表現 する力」 とは

021世 紀 を生 きる子 どもたちに身に付 けてほ しい表現す る力を,次 のよ うに とらえた。

① 〈身近 な人 々に自分の考 えを伝えるための表現 する力〉

自分 自身 の思 いや考えを,相 手 や 目的に応 じて内容や方法 を吟味 し,適 切な言葉 を使 っ

て,自 分 ら しく伝 える ことが できる力 を表現す る力 とと らえ る。

② 〈自分の考え を明 らか にす るための表現 する力〉

新 しい言葉 に出会 った り,あ る言葉 を今 までの自分の と らえ とは違 う感 じ方 で と らえ 直

した り,未 経験 の ことを経験 した り した時 に,人 は言葉 によって,心 の中で位 置付 け,価

値 付 け,確 かめ,よ り明 らかに してい こうとす る。言 葉に表す活動 を通 して,自 分 自身 の

感 じ方や考 え方 を明 らかに してい く力 を表現す る力 とと らえ る。

③ 〈まわ りの言葉 を活用 して表現する力〉

課題意識 を もって"見 当をっけ""適 否 を考 え""選 択 して"っ かみ とった言葉 は,友

達 の発言 を借 りて きた り,作 品や資料 の中にある言葉を使 った りした と して も,そ れ はそ

の子 の意識 が表 れてい る言葉 であ る。 自分の まわ りにあ る言葉を活 用 しなが ら伝 える力 を

表現す る力 ととらえ る。

④ 〈情報の発信者としての表現する力〉一

高度情報化社会 で は情報 の受信者 として必要性,重 要性,確 実性 の高 い情報 を選 択 し,

その背景 にあ るつ なが りや人 々の思 いや願 いまで も想像 しなが ら正確 に読 み とってい く力

が必要 とされ る。 そ してその情報 を再構成 し,自 分の考えを明 らかに し,相 手 や 目的 に応

じて適切 に伝 え ることがで きる発信者 として の力 も求め られ るようにな る。受信 と発信 の

情報 の双方向性 の中で,情 報 を再構築 し,発 信 して い く力を表現 す る力 とと らえ る。

⑤ 〈コミュニケー シ ョン能力 と しての表現 する力〉

言 葉 は入 と人 との心理的 な距離 を縮 あた り,必 要 な距 離を とった り,人 間関係 をつ くり

上 げて い くのに とて も重要 な働 きを して いる。っ なが りを求 め,時 には距離を置 きなが ら,

醤葉 を通 して,よ りよい人間関係 をつ くり上 げて いくことが できるカ を表現す る力 とと ら

え る。

⑥ 〈自己を確立するための表現するカ〉

人 は思 いや考え を言葉 に表 してみる ことによ り,自 分 の意識 や他者 との違 いに気付 くこ

とがで きる。 周 りの人 々 とかか わ り合 う中で 自分の感性 や言語感覚 を磨 き,豊 かな人間性

を身 に付 けて い く。 また自分 らしさや自分 の個性 に気付 くことにより,よ りよい自分像 に

向けて 自分 自身 を育てて い く意識 や力 も身 に付 いて い く。 その ような基盤 の上 に 自分の居

場所 をつ くり上 げて い く力が育 っ。言葉を通 して,社 会 の中に 自己を確立 してい く力を表

現 す る力 とと らえ る。
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私たちが育てたい 「表現する力」の構想図

①

身近な人々に

自分の考えを

伝えるための

表現する力

②

自分の考えを

明 らかにする

ための

表現する力

③

まわりの言葉

を活用 して

表現する力

④

情報の発信者

としての

表現する力

⑤

コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ン能 力 と

して の

表現 す る力

⑥

自己を確立す

るための

表現する力

手 紙文 観察 日記 お話作 り 事典 ・図鑑作 り デ ィベ ー ト

生活文 感想文 朗読(音 読)新 聞作 り 研究発表 会話

意 見文 吹 き出 し 絵本作 り ○○調ベ ス ピーチ 対話

招待状 登場 人物 の 日記 ペープサー ト ポスターセ ッシ ョン

日記 紙芝居 劇化 パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

り
'

翠
㌦

嫁

驚
繕
薄

鞭

ご

、

・

、爵隈

(ね らい)

(指 導)

(支 援)

・教科 の 目標

・導入 の工夫

・形成 的評価

・単元 の目標

・学習指導の工夫

・っ まず きの把握

饗 、

・児童個 々の 目標

・教材,教 具の工夫

・個別 の助 言計画

・言葉 に表す ことで

思 いや考 えを明 ら ・言葉 を使 って
・自分 らしい か に して い って 自分 の考 えを ・言葉 を通 して

言 葉 で伝 え ほ しい 確立 し,発 信 社会 の中に 自己を
られ るよ うに して ほ しい 確立 してい って
な って ほ しい ・言葉 を活用 しなが ら ほ しい

伝 え られ るように ・言葉 を通 して
な って ほ しい よ りよい人間関係 を

つ くって ほ しい
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皿 各 分 科 会 の 実践

1各 分科会実践の概要

単元構成の工夫 学習活動の工夫 指導と評価の工夫

低 ○児童の興味や発達段階 に ○ ワー ク シー トな どを 工 夫 ○ よい表現 を取 り上 げ,言

学 応 じた学習計画を立て,楽 し自分の思 いや考えが生 か 葉 に 目が向 くようにす る。
年

-

分

しく取 り組 めるようにする。

○ めあて を明確 に し学習 の

せ るよ うにす る。

○ 「お は な し コー ナ ー」 な

○互 いの よさに気付 くよ う

「き らき らシール」 で相互

科 見通 しが もて るようにする。 ど楽 しく表現 し合え る場 を 評価 す る。

会 設定す る。

低 ○児童の生活や体験を生か ○読み取 ったことを動 作化 ○よい表現 は全体に紹介 し

学 した単元 を構成 す る。 を取 り入れて表現す る。 お互 いの よさを認 め合 う。
年

皿

分

○見通 しを もって意欲的 に

学習す ることがで きるよ う

○ 自分 の考え を再確認 した

り,友 達の よさを見付 けた

○ 一 人 一 人 の思 い や っ ま ず

きを,カ ー ドや ワー ク シ ー

科 に,学 習 の最終 のめあてが りで き る よ うな,学 び 合 い トな どか ら把握 し,次 の指

会 見 え る よ うに す る。 を設定す る。 導 の資料 とす る。

三 ○児童の興味や関心を生か ○絵文字作 りを通 して,目 ○ 学 習計画 カー ドや メ ッセー

学 し,楽 しく表現 で きる場 を 的意識や相手意識をもち, ジ カー ドに よ って,自 己評

年 取 り入 れ る。 表現意欲を高 める。 価 ・相互評価 を行 う。

分 ○学習 した ことを具体的 に ○自分の思いや考えを相手 ○一人一人 の実態を把握 し,

科 活用で きる場面を設定する。 に分か りやす く伝 え る発 表 話 し合 いのための支援 計画

会 の場 を工夫す る。 を立 て る。

四 ○教 材文 の特性 を生 か し, ○ 数 種 類 の ワ ー ク シー トや ○前時 の評価 を基 に,個 や

学 単元 を構 成す る。 白紙 を用意 し,様 々な方 法 グル ー プ に対 して,表 現 に

年 ○学習の最終的な活動目標 で表現で きるようにす る。 関す る支援 を計画的に行 う。

分 を設定 し,学 習 の意欲 と目 ○教材文で学んだことを生 ○互 いのよ さを認 め合え る

科 的意識 や見通 しを もっ。 か し て,ポ ス タ ー セ ッ シ ョ よ うに,交 流 カ ー ドを書 き

会 ンへ の活動を展開す る。 合 い,相 互評価 を行 う。

高 ○発達段階を考慮 して,単 ○学習活動や表現方法を自 ○個表 と助言 カー ドを作 成

学 元の中に自分自身を見っめ 分 な りに考え選択 で きるよ して,評 価 を し,個 に応 じ

年 る活動を位置付 け る。 うにす る。 た指導 や支援 を行 う。

分 ○成就の活動像を示 し,見 ○ グル ー プや 全体,フ リー ○よさを中心 とする形成的

科 通 しを もって主体的 に学 習 タイムな ど多様 な学 び合 い 自己評価 と学 び合 いに よ る

会 を進 あ られ るよ うにす る。 の場 を設定す る。 相互評価 の場 を設定 す る。

一8一



2各 分科会における実践事例

匿 学年1分 科会 研究主題 言 葉 に親 しみ,

思 いや考 えを楽 しく表現 し合 う学 習活動の工 夫

厘 垂]「 きらきらシール」でともだちのし・いところをもらおう

(「表現す る力」の① を伸 ばす ことを中心 とした単元)

(1)単 元名 お話 おとどけ します!

教材名 こん なお話 を考え た

(2)研 究主 題 と単元 とのかか わ り

児童が言葉 に親 しみ,自 分 の思 いや考えを楽 しく表現 し合え るよ うに 「お話お とどけた

い」 にな って多 くの人 に自分 たちの紙芝居を見 て もらうとい うああてを設定 した。4枚 の

絵 を見て 自由にお話 を作 る ことは,児 童が楽 しく想像 し表現す る ことがで きる活動で あ る

と考え る。

まず,お 話作 りに取 りかか る前 に,場 面 か ら想像 で きる言葉 を出 し合 う活動 を考え た。

それ によ り,言 葉 の世界が広が り,自 分の表現 を作 り上 げるよ りど ころにな ると考え た。

また,自 分 のお話 を発表す る場 を毎時間設 けて,友 達 のよい表現 に目を向 け られ るよ うに

「きらきらシール」 を用 意 した。互 いのよいところを学 び合 い,自 分 の表現 に生 か そ うと

す る態度 を育て たい と考 えた。 さ らに,「 おはな しコーナー」 を設定 して友達 と 「お手 が

み カー ド」 を交換す る ことで,意 欲付 けにな ると考 えた。

(3》 学 習指導計画 の概要(全12時 間 本時7/12)

時

第

次

②

第

二

次

⑦

第

三

次

③

主 な 学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 一 学び合い
教師の○指導 ●支援

自分だけのお話をたくさんの人にとどけよう

・紙 芝居 を っ くって発表 す る こ とを知 り,

学 習 の めあ てを もっ。

◇4枚 の絵 にっ いて,思 った ことや考 え た

ことを発表 し合 う。

●発表 し合 った ものを

常掲 して,表 現 に生

かせるようにする。

せかいに一っの紙 しばいを作 ろう

・場面の順番を考え,題 名をっける。

☆自分のお話に出て くるわにが どんなわに

か書 く。

☆◇1枚 ずっお話を書 き,読 み合 ってよい

ところを見付 けた り書 き直 した りす る。

○よい表現 を取 り上 げ

言葉に目を向けるよ

うにす る。

● 「きらきらシール」

● 「お手がみカー ド」

「お話 おとどけたい」になろう

☆で きあが った紙芝居をいろいろな人に見

せ る 。

●宣伝作 りなどを して

意欲を高める。

◎評 価

◎お話を作ろ うとい

う意欲がもてたか。

◎意欲的に発表 して

いるか。

◎話 の流れを考えて

見通 しを もてたか。

◎友達 のよい表現 を

見付 けたか。

◎ 自分 のお話の表現

をよ りよ くしよ う

と したか。

◎相手 にはっきりと

分か るように読 め

たか。
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(4》 本 時の学 習(7/12)

① 目 標 ・第2場 面 のお話 を発表 し合 い,友 達 のよい表現 に目を向け,よ りよい文 に

しよ うとす る。

・第3場 面 の様子 を考えなが らお話 を書 く。

② 展 開

前時 までの既 習学習

・本単元 の学 習 のね らいを理解 し,お 話 の流 れを考 え,第2場 面 まで お話 を書 いて い る。

学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 一 学び合い

○指導 ●支援 ◎評 価

◎友達 に聞 こえ るよ う

には っきりと読 ん で

い るか。

◎友達 のお話 のよい と

ころを見付 けてい る

か。

◎様子 を詳 しくす る言

葉 に興味が もて たか。

◎ 自分 の作品 をよ りよ

くしよ うと したか。

◎ 場面 の様子 を考え て

書 いて いるか。

◎ 様子を詳 しく書 こう

と して いるか。

◎進 んでお話を読み合

い友達 の よい表現 を

見付 けて 「お手が み

カー ド」に書 けたか。

2枚 目のお話を読 み合 って もっと楽 しくしよ う。

1☆ 前 時 に考 えたお話 を グループ内で読 ●様子 がよ く分 か る言

葉を見付 け られ るよ

う,項 目をい くっか

あげてお く。

○ 「き らき らシール」

を貼 った ところを取

り上 げ,様 子 がよ く

分 か る言葉 に目を向

け られるようにする。

●1行 お きに書 ける用

紙 を用意 し,付 け足

しを容易 にす る。

み 合 う。

2◇ い い な と思 った と ころ に 「き らき ら

シール」 を貼 る。

3◇ い いなと思 った ことを発表す る。

・修飾部(く わ しく書 いて いる ところ)

・文 の1順序(っ なぎの ことば)

・言葉 の響 き(お もしろことば)

4☆ ◇作 品を見直す。

・主 に内容 につ いて見直 し,言 葉を付 け

足す な ど して詳 しくす る。

3枚 目のお話 を楽 しく作 ろ う。

5☆ 次の場面 を書 く。

・第2場 面 とのっなが りを考 え る。

・様 子が よ く分 か るよ うに書 く。

6☆ ◇書 けた ら 「おはな しコーナー」 で

●前 の場面 とのっなが

りを考 えるよ う助 言

す る。

●様子が よ く分か る文

を書 く手立 て と して

一人 一人の実態 に応

じて,は じあに押 さ

えた項 目を思 い起 こ

す よう助言 す る。

2人1組 でお話 を読 み合 い,い いな と

思 った こ と を「お手 が み カ ー ド」に書 く。

7☆ ◇ お話 を付 け足 した り読 む練習 を し

た りす る。

・自己評 価 カー ドを書 く。

次時以降 の学習内容

・第3場 面 を見直 して第4場 面 を書 く。

一10一



(5)研 究 の成 果 と課題

〈成 果〉

① 単元構成 の工夫 にっ いて

「おはな しお とどけたい」 にな って,多 くの人 に自分 た ちの紙 芝居 を見 て も らお うとい う

めあてを もっ ことは児童 の興味関心 に合 ってお り,意 欲 が持続 した。

絵 を見てお話 を作 る ことは,児 童 にとって楽 しい活動 であ った。 また,4枚 の絵 の並べ方

を考 え ることには自由に想像を広 げ られ るよ さがあ った。

また,で きあが った作品 を友達や先生,お うちの人 に届 けた ところ,「 お手紙 カー ド」 や

多 くの うれ しい感想 を もらい,発 表 した満足感 が味 わえた。

② 学 習活動 の工夫 につ いて

お話作 りに取 りかか る前 に,場 面か ら想 像で きる言葉 を出 し合 う活動 をす る ことによ って

自分 のお話 の イメー ジを広 げることがで きた。

授業 の流 れを,「 前 時の作品 の読 み合 い→新 しい場面 の創作」 に したの で,友 達 の表 現 の

よ さを取 り入 れ ることがで きた。

書 いた 自分 の作品 を発表す る場 を毎 時間設 け,い いなと思 ったところを意 見交 換す るこ と

で,「 発表で きた」「友達 に認 め られた」 とい う学 び合 いに生かせた。

③ 指導 と評価 の工夫 につ いて

「お はな しコーナー」 を設定 し,書 いたお話を友達 と交流 す ることが で きた。 また,い い

な と思 うところに 「き らき らシール」 を貼 る活動 を取 り入れ た。授 業前半 の全体 での学 習 の

中 で,指 導 した言葉 に注 目 しなが ら,い い と思 ったと ころにシールを貼 って い くことがで き

た。

友達 の作品 か ら様子 を詳 しくす る言葉 に注 目して,よ いところを見付 けることは難 しか っ

たが,自 分 の作 品を繰 り返 し直 してい る児童 も多 く,よ りよ くしよ うとい う意欲 にっなが っ

た。

〈課 題〉

・言葉 に目を向け ることにっいて,個 別 の支援 を して い くことが必要 であ る。

・話 の内容が広 が るように,場 面 の中で場所 の設定を して い く手立 てを検討 す る。

・絵か ら想像 した言葉 を出 し合い掲示 して おいたが,お 話作 りの中で生 か してい く手立 て を

考えて い く。
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1低 学年ll5>科 会1研 究主題

圏
(1)単 元 名

教材 名

言葉 との出会 いを大切 に,思 った ことや考 えた ことを

楽 しく表現 し,学 び合 う学習活動 の工夫

「たんぽぽにな って,楽 しくずかんづ くりを しよう」

(「表現 す る力」 の① と③ を伸ばす ことを中心 と した単元)

お うちの人 に見せ てあげよ う

たんぽぽのちえ

わ た しの し ょ くぶ っ ず か ん

(2)研 究 主題 と単元 とのかかわ り

子 ど もたちが思 った ことや分 か った こと,考 え たことを楽 しく表現 で きるように,ま ず

「お うちの人 に見せてあ げよ う,わ た しの しょくぶっずかん」 とい う学 習 のめ あて を もた

せ た。 毎時 間の学習 では,時 間的経過 を示す言葉や様子を表 す言 葉な どに着 目させ なが ら

分か った ことや思 った こと,考 えた ことを絵や言葉で ワークシー トに書 き,友 達 と見せ合

いなが ら,自 分 が気付 かなか った友達 の表現 のよさを見付 けて書 き加 えた り,発 表 した り

した。最後 に,自 分 で調 べた植物 にっいて資料 を見付 けて,図 鑑を完成 した。

たん ぽぽ に話 しか けた いことを,吹 き出 しに書 いた り,お 互 いに見せ合 った り,発 表 し

た りす る中で,友 達 の よさに気付 き,楽 しみなが らも力が付 き,認 め合え るよ うな学習 に

したい と考 え た。

(3》 学習指導 計画の概要(全13時 間 本 時8/13)

時
主 な 学 習 活 動

教師の○指導 ●支援 ◎評 価
◇言葉 ☆表現 一 学び合い

第
・全 文 を 読 み ,学 習 の めあて を もっ。 ○学習 の見通 しを もたせ る。 ◎学習課題をっか

一 ☆感想 を書 き,発 表す る。 ○学習課題 をっかませ る。 む ことがで きた

次
・友達 の意見 を聞 き合 う。 ●絵 や,写 真 を提示す る。 か 。

② ・段 落 分 け をす る。 ●3色 の カー ドを用 意す る。

◇☆時間的経過を表す言葉や様子を ○主述や時間的経過を表す ◎様子やわけを読

第 表す言葉 に注 目 しなが ら,読 み取 っ 言葉 に注 目させ,た んぽ み とる ことがで

二 た り,ワ ー ク シー トにか い た りす ぽのちえを読み取 らせ る。 きた か。

る 。 ◎友達のよさに気

次 ・友達 の考 え と比べ た り,よ さを取 ●全員 が学 び合 え るよ うに 付 き,伝 え合 う

⑦ り入 れ た りして,発 表を聞 き合 う。 個→ グル ープ→全体 の流 ことがで きたか。

れで学 習を進 め る。

第 ☆自分で調べたい植物の資料を探 し ○分か りやす く工 夫 して つ ◎ 楽 しく工夫 して

三 図 鑑 の最 後 の ペ ー ジを つ くる。 く ら せ る 。 図鑑 をっ くる こ

次
④

☆ 図鑑 の発表会 をす る。 ●感想 を書 くカー ドを用意 とが で き たか 。

・家 の 人 に見 せ る。 す る。
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(4)本 時 の学 習(8/13)

① 目 標

・た ん ぽ ぽ に な って ,表 現 しよ う とす る。

・倒 れ て い た軸 が起 き上 が り,伸 び て い く様 子 と わ けを読 み取 る。

・たん ぽ ぽ の様 子 を 思 い浮 か べ て ,ワ ー ク シー トに絵 と言 葉 で か く。

・友 達 の意 見 を 聞 き,考 え の よ さに気 付 い た り,書 き加 え た りす る。

② 展 開

前時 まで の既 習学習

・学習 のめあてを もち,綿 毛 にな るまでの様子 とちえを読 み取 ってい る。

学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 学び合い

○指導 ●支援 ◎評 価

1今 日の学習 のめあてをっかむ。

2学 習場面 を音読 し,本 時のめあてを確

か める。

○前時までのワークシー

トを見 なが ら学 習 を

振 り返 らせ る。

◎本時 のめあてが,つ

かめたか。

たおれていた じくがお きあが り,の びて い く様子 とわ けを考 えよ う。

3◇ 「この ころ」 のたんぽぽの様子 を読

み取 る。

☆ 「せの びをす る よ うに」 「ぐん ぐん」

○サイ ドライ ンを引か

せ る。

○勢 いよ く伸 びて い る

様子 を動作化で,表

現 させ る。

● たんぽぽの模型で,

確認す る。

●動作化 したことを生

か して描 くように,

助言す る。

●吹 き出 しを書 きや す

くす るため に支援 発

問 をす る。

◎伸 びてい く様子 を読

み取 る ことがで きた

か。

◎ 倒れて いた軸が起 き

上 が り,伸 びて い く

様 子が分 か ったか。

◎ 軸が勢 いよ く伸 び て

い く様子 を絵 に表 す

ことがで きたか。

◎ たんぽぽの知恵 を読

み取 り,わ けを書 く

ことがで きたか。

◎友達 の考 えのよ さに

気付 き,伝 え合 うこ

とがで きたか。

を動作化 し,発 表す る。

☆友達 の よいと ころを取 り入れて一緒 に

動 作 化 す る。

4☆ ワー ク シー トに,た ん ぽ ぽ の軸 が伸 び

て い く様 子 と,綿 毛 を描 き,近 くの 子

と見 せ合 う。

5な ぜ,こ ん な こ とを す るの か わ け を 考

え て,吹 き出 しに書 く。

6友 達 の考 え と比 べ,よ さに気 付 く。

7書 い た もの を発 表 し合 い,ま とめ る。

次 時以 降の学習内容

・たんぽぽの様子 とちえを読み取 り,図 鑑 にま とめ る。
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(5)研 究 の成 果 と課題

〈成 果〉

① 単 元構成 の工夫 について

・「お うちの人 に見せて あげよう,わ た しの しょ くぶっず かん」 とい うめあて を もっ ことに

よ り,児 童 が見通 しを もって 「たんぽぽ のちえ」 を学 習す ることがで きた。 また,家 の人

に早 く見せ てあげたい,た ん ぽぽ以外の植物 も調 べてみたい と意欲 が継続 し,楽 しく学 習

す ることがで きた。身近 な教材 なので,生 活科 とも関連付 けなが ら学習 を進 め ることが で

きた。 実物 のたんぽぽを自分 の目で見 た り触れた り,教 科書 に書 かれてい る文章 と比 べ た

り確 か めた りしなが ら,体 験 を通 して学 習 をす ることがで きた。

・自分 で調 べ たい植物 を,「 お まけのペー ジ」 と して載せ る ことを楽 しみ に学 習 を進 め た。

家 の人 と調べ る植物 につ いて相談 した り,図 書館にい って調 べ るなど 自分 で調べ てか く楽

しさを味わ い,読 みやす い図鑑 を作 る工夫 を した。

② 学 習活動 の工夫 について

・その場 の読 み取 りが表 れ るよ うに,図 を一部か き加 えた り吹 き出 しに言葉 を入 れた りで き

るワーク シー トに したので,本 文 の言葉を手掛か りに読 み取 ろ うとす るよ うにな った。 ま

た,ペ ー ジが増 え るごとにたんぽぽの成長が分か りやす く,学 習 の積 み重 ねが実感 で き,

楽 しく表現す る ことがで きた。

・たんぽぽ にな って動作化す る ことによって,様 子 を詳 しく読 み取 ることがで きた。

・着 目させた い言葉(主 語 ・述語 ・時間の経過を表 す言葉 ・様子 を表 す言葉)に サイ ドライ

ンをっ けた り,カ ー ドに書 いた りす ることにより,読 み取 りが深 ま った。

・個→ グルー プ→全体→個 とい う学習の場 を設定 した。 この ことに よ って,「 自分 の考 え を

もっ。 自分 の考 えと友達 の考 えを比べ る。全体 の交流 でよ り多 くの友達 の考 えを知 る。 個

に戻 り友達 の よいと ころを取 り入れて 自分の考えを広 げ る。」 ということがで きた。

③ 指導 と評価 の工夫 につ いて

・図鑑 づ くりの最後 に,図 鑑 を見せ合 う時 間をっ くった。 たん ぽぽのちえがよ く書 けてい る

と ころ,お まけのページで工夫 して いるところなど,よ い ところを見付 けて ピカ ピカカー

ドに書 いて友達 とプ レゼ ン トし合 った。相互評価 をす る ことによ って,互 いのよさや学 習

の成果 を認 め合 うことがで きた。

〈課 題〉

・前時 まで の学 習の振 り返 りの時や重要 な言葉 と結 び付 く場面の読み取 りの時に
,ワ ークシー

トを もっと活 用 して い く。

・学 び合 う時間を十分確保す るために,言 語指導 や書 き込 みの時間等 を整理 し,時 間配分 を

工夫す る。

・交流 の仕方(場 ,グ ループの構成)を 工 夫 し,よ り質 の高 い学 び合 い学習がで きるよ う支

援 してい く。
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13学 年分科会 「研究主題 言葉 に関心を もち,学 び合 いを通 して 自分の考え を広 げ,

表現す る学習活動の工夫

圏
(1)単 元名

教材名

友達 との学び合 いを通 して,自 分の考えを分 か りやす く表現 しよ う

(「表現す る力」 の① と⑤ を伸 ばす ことを中心 と した単元)

学校 に役立 つ絵文字 を作 って紹介 し合 お う

くらしと絵文字

② 研究主題 と単元 とのかかわ り

本教材 は,私 たちの身近 にあ る絵文字が時代を超 えて人 々の暮 ら しに役立 って い る理 由

を,絵 文字 の特長 か ら考 えて述べて いる。 また,論 理 的に分 か りやす く書 き進 め られてお

り,絵 文字 の特長 を とらえやす い説明文であ る。 そ こで,教 材 か ら学ん だ絵文字 の特長 を

基 に し,効 果的 な表現方法 を取 り入れ た学 習活動 を設定 した。

身近 な生 活 に結 び付 いて いる絵文 字を取 り上 げ,相 手意識や 目的意識を はっき りさせ て

絵文字 を作 る ことで,表 現意欲 を高めてい った。

そ して,学 び合 いの場を設 け ることによ り,自 分 の考えを確認 した り,友 達 の表現 の よ

さに気付 いて 自分 の考えを広 げ ることがで きるように した。 さらに,自 分 の作 った絵文 字

を紹介 し合 うことで,要 点 を押 さえなが ら話 した り,話 の内容 を正確 に聞 いた りす る力 が

育っ と考 えた。

(3}学 習指導計画 の概要(全11時 間 本時10/11)

時
主 な 学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 一 学び合い
教師の○指導 ●支援 ◎評 価

第
一

次

①

・絵文字を見て気付いたことを ●絵文字のよさや特長に

気付かせる。

○紹介 カー ドの書 き方 を

知 らせ る。

◎絵文字 に興味 ・関心を もち

進んで話そ うとしていたか

◎進んで探 して書 くことがで

きたか。

紹介 し合 う。

。単元全体 のめあてを知る。

◇絵文字を探 して書 きためる。

第

二

次

④

・調べた絵文字を見て気付 いた ●話 し合 いの手引 きを用

意する。

○絵文字の果たす役割を

押さえる。

●ワークシー トを用意。

◎気付 いたことを話 し合 うこ

とができたか。

◎絵文字 の定義 と特長を読 み

とれたか。

ことを話 し合 う。

◇☆絵文字の特長 を教材文 で確

かめ,書 き表 し,発 表す る。

第

三

次

⑥

・学校の どこにどんな絵文字 を ●理由を話すように助言

す る。

○教材文を生か して書 く。

●既習学習を想起 させる。

●質問やア ドバイスの視

点を示す。

◎絵文字の必要性を話す こと

がで きたか。

◎教材文を生か して書 くこと

がで きたか。

◎要点を押 さえて分か りやす

く紹介を したか。

作 るとよいか話 し合 う。

◇ 自分の絵文字を作 り,紹 介す

るたあの原稿 を作 る。

◇☆ グループ内で紹介 し合 い,

説明の仕方を工夫す る。

☆ 自分 の絵文字を紹介 し合 う。

一15一



(4)本 時 の学 習(10/11)

① 目 標

② 展 開

・自分 の作 った絵文字 につ いて,分 か りやす く説 明す る。

・友達 の説 明を聞いて,感 想 を話 した り質問を した りす る。

・よ りよい表現 の仕方 に気付 き,自 分 の表現 の中に生 かす。

前時までの既習学習

・集めた絵 文字 を教材文 を参考 に して,学 校 に役立 っ絵文字 を作 り,説 明す る原稿 を書 く。

学 習 活 動 ○ 指導 ● 支援 ◎ 評 価

◇言葉 ☆表現 一 学び合い

1前 時 までの学 習を想起 し,本 ●学習の流れを掲示物で示す。 ◎学 習のめあて をっ

時 のめあてをっかむ。 かむ ことがで きた

自分 の作 った絵文字 を グループに紹介 しよ う。
か 。

2 説明の仕方や聞き方を確認す ○声 の大 きさ ・速 さなど話す と き

る 。 に気 を付 ける ことを確認す る。

・作 った わ け や工 夫 した と こ ろ

・教材文 の表現 を取 り入 れてい る ○質問や感想を話すときの視点 を

か 。 「～ で す ね」 「第 一 は」 示 す 。

「例 えば」 な ど

3 自分 の作 った絵文字 を グル ー ●適切 な発表ができているか グルー ◎ 自分 の伝 え たい こ

プ内 に紹介 し合 う。 プ ごとに助言す る。 とを友達 に伝え た

か 。

◎友達の話の内容を

聞き取 り質問や感

想 を話 したか。

◎ よ りよい表 現の仕

4◇ ☆紹 介 し合 った ことを基 に, ●修正 した ものを グルー プ内で聞 方 に気付 いたか。

加 除修正 し,よ り分か りや き合 って もよい ことを助言する。

す い表 現 にす る。

●他の グループの友達 のよ さに も

5友 達 の ア ドバ イスで変わ った 気付 かせ る。 ◎友達のよさに気付

ところや,友 達 の説明 のよい と い た か。

ころを全体 に紹介す る。

● 自己評 価 カー ドを用意 す る。

6学 習を振 り返 る。

次時以降の学習内容

・完成 した絵文字 を紹介 し合 い,友 達 のよい ところを見付 ける。
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(5)研 究 の成果 と課題

く成 果〉

① 単元構成 の工夫 にっいて

「校 内に役立 っ絵文字 を作 ろ う」 という目的を設定 し,課 外 の時 間 を活 用 して,身 の回 り

の絵 文字を集 める学習活動 を最初 に もって きた ことで,い かに絵 文字 が 自分 たちの生活 と密

接 に結 び付 いて いるかが分 か り,意 欲 的に絵文字作 りへ と発展 で きた。 また,最 初 に絵文 字

を集 め,友 達 と紹介 し合 い,自 分 な りに絵文字 の特長 を把握 した上で,教 材文 を読 んでい っ

た。 この ことか ら,教 材文の理解が スムー ズにで きた。最後 に自分 たちの作 った絵文字 が実

際 に校内 に貼 られた ことが大 きな喜 びとな り,次 の主体的 な学習 にっ なが った。

② 学習活動の工夫 につ いて

・学 び合 い学習 は,相 互交流 の場 と捉えた。 グループや全体で の学 び合 いで は友達の意見 や

考 えを参考 に した り,よ さを取 り入れた り して 自分 の考 えを広 げた り,深 あた りして い く

よ うに した。 そのために,考 える視点を分か りやす く提示 し,自 分 の考え の広が りが見 え

て くるよ うな学 習カー ドの工夫 を した。

。学 び合 いの場 での考 えの交流 を活発 にす るために,話 す ときや聞 くときのポイ ン トを示 し

た り,話 し合 いが円滑 に進 むよ うに話 し合 いの手 引 きを作 った りし,活 用で きるよ うに し

た。

・相手 に分 か りやす く伝 え るたあに自分の考えを原稿 や メモに し,話 し合 いを工夫す るよ う

に した。 その時,教 材文 で学 んだ分か りやす い書 き表 し方 やっな ぎ言葉 などの既習事項 を

掲示 して意識 させ,自 分 の文章 や話 し言葉 に取 り入 れていけ るよ うに した。 自分 の考 え た

絵文字 について の説 明を,相 手 に分か りやす く,自 分の言葉 で再構成 す ることによ って実

践 的な力が さ らに身 に付 け られ るものと考え る。

③ 指導 と評価 の工夫 にっいて

児童 の興 味や関心 を十分 に生 かす ことによ り,友 達 と考えを伝 え合お うとす る意欲 も増 し

て きた。 また,自 分 の話 し方 や聞 き方 を振 り返 りなが ら,次 の学 習に望め るように した。

説 明文を書 く際 のワークシー トを実態 に応 じて何種類か準備 し,選 択 させた。 既習の教 材

文 を参考 にす る ことなどで書 くことへの抵抗 を和 らげるよ うに配慮 した。

〈課 題〉

・学 び合 いの中 で,多 くの児童が友達のよい表現 に共感 す ることがで きたが,自 分 の表現 に

取 り入れ る ことに も目を向 けさせて い く。

・聞 く話す活動 を単元全体 の中で,ど の ように組 み入 れていけば,有 効で あるか,さ らに工

夫す る。

・自己評価 カー ドのよ り有効 な活用 のあ り方を検討 してい く。
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巨 学年分科到 研究主題 主体的 に言葉 にかかわ り, 自分の考えを広げ

表現する学習活動の工夫

團
(1)単 元 名

教材名

ポ スターセ ッションで表現力を高めよ う 璽

(「表現 す る力」 の② と④ を伸 ばす ことを中心 と した単元)

松井 さん ファンタジーの世 界を旅 しよう

白いぼ うし

(2》 研究主題 と単元 とのかかわ り

教材文 「白 いぼ う し」 は主人 公 と登場人物 の交流 が楽 しく温か く描かれ,言 葉 の楽 しさ,

巧み さ とい った ものにふれ ることがで きる作品 であ る。 したが って,「 進 んで表現 す る子」

を育 て るための支援 と して,自 分 たちで読 みの視点 を決 め,自 分 に合 った方法で表現 し,

ポス ターセ ッシ ョンで交流 し,読 み広 げてい くとい う学習方法 を考え た。

(3》 学 習指導計画 の概要(全12時 間 本時11/12)

時
主 な 学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 一 学 び合い
教師の○指導 ●支援 ◎評 価

第
一

次

①

☆ あ まん きみ こ作 品 「小 さなお ●読 み聞かせ を し,登 場人物 に

つ いて イメージを膨 らませ る

ことがで きるよ うにす る。

◎ 作品や学 習 に対

して興 味を もっ

ことができたか。

客 さん」 「うんの い い話」 を

聞 き感想 を もっ。

第

二

次

②

☆ 「白 いぼ うし」 を読 ん で感想

を もっ。

◇学習課 題をっ くる。

○感想 や疑 問を生 か して,読 み

のめあてを作 る。

●学 習の見通 しを もたせ る。

◎疑 問に思 った こ

とを もとに,学

習課題 をっ くる

ことがで きたか。

第

三

次

④

◇☆1～4場 面 を読 み,登 場 人 ●人柄 や色 などを表す言葉 を手

がか りにするよ うに助言す る。

●多様 な方法で表現で きるよ う

ワークシー トを工夫す る。

◎読 み取 った こと

を自分 な りに表

現で きたか。

物の心情や場面の様子を読

み取 り,話 し合 う。

☆読 み取 った ことを 自分 の好 き

な方法で表現す る。

第

四

次

⑤

◇ 「車 の いろは空 の い ろ」 の他

作 品を読む。

☆好 きな方法で表現す る。

☆◇ ポスターセ ッシ ョンをす る。

●他作品 の用意 と共 に各 グル ー

プに適 した表現方 法の助言 を

す る。

● 「白いぼ う し」 と比較 した読

みや,同 じテーマで他作品 を

追求 してい く。

◎ 「車 の い ろ は空

の い ろ」 を 読 み

フ ァ ンタ ジ ー の

世 界 に ひ た る こ

とが で きた か。◇☆他作 品 と 「白いぼ うし」 と

の共通点 ・相違点 を確認す る。
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(4》 本時 の学習(11/12)

① 目 標 ・自分たちで選んだ作品を,自 分 たちで考えた表現方法で発表す ることがで きる。

・友達 の発表 を聞 いて,他 作品への関心 を もっ。

② 展 開

前時までの既習学習

・「白いぼ う し」 を読 み取 り,読 み取 った ことを 自分の好 きな方法 で表現 した。

・「車 のい ろは空の いろ」 の中か ら好 きな作品 を選 び,読 み取 った ことを テー マに そ って

好 きな方法 で表現 した。

学 習 活 動 ○ 指導 ● 支援 ◎ 評 価

◇言葉 ☆表現 一 学び合い

1◇ ☆本時 の めあて につ いて確 ○ 自分たちのテーマを確認 させ る ◎ テー マ にそ って発 表

認 す る。 ・松 井 さん の性 格 ,お もいや り した り,聞 い た りす

・発 表 者 は テ ーマ にそ って , ・に お い ,色,き れ い な と こ ろ るとい うことが確 認

分か りやす く発表 す る。 ・ふ し ぎな と こ ろ で きたか 。

・聞 き手 は 「白 い ぼ う し」 と ・事件 と場所

比 較 しなが ら聞 き,感 想 を ○学習 の進 め方 を知 らせ る。

も っ 。

ポ ス ター セ ッ シ ョンを して,フ ァ ンタ ジ ーの世 界 を旅 しよ う。

2◇ ☆ 自分たちが読んだ作品の ●交流 カー ドを用意す る。 ◎分 か りやす く相 手 に

紹介 を,そ れぞれの表現 伝 えよ うと してい る

方法 で紹介 す る。 ●適切 な発表がで きて いるか助 言 か 。

・ イ ン タ ビ ュ ー ・詩 ・紙 芝 居
す る 。

。 ペ ー プ サ ー ト ・Qア ン ドA

〈前半 グループ〉

ほかの グループの発表 を聞 ●技能面だ けにかたよ らず,内 容 ◎ 「白いぼ う し」 と比

い て 分 か った こ と,気 付 い にふみ こんだ感想 が書 けるよ う 較 しなが ら聞 こ うと

た こ とを カ ー ドに書 く。 に助言 す る。 して い るか。

〈後半 グルー プ〉 ●書 けない子 には,書 く視点 を助 ◎ テーマにそ って交流

3◇ ☆前半 グループと後半 グルー 言 す る。(発 表 グ ル ー プ の テ ー カ ー ドを書 いて い る

プが入 れ替 わ る。 マを確認 させる等) か 。

4◇ 友達か らも らった カー ドを ◎意欲的に交流 しよ う

グループで読 み合い全体 で と して い るか 。

感想交流す る。

次時以降の学習内容

・「車 のいろ は空 の いろ」 の他作 品を読 み
,「 白いぼ う し」 との相違点,共 通 点 を意 識 し

なが ら,読 書 を楽 しむ。
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㈲ 研究 の成果 と課 題

〈成 果〉

① 単元構成 の工夫 にっいて

・導入で 「車 のいろ は空 のいろ」 の作品 の中か ら読み聞かせを した。 その ことによ って,教

材 「白いぼ う し」 への興味 ・関心 を もっ ことがで きるように した。

・教材 の特性 にあ った学習課題 を 自分 たちで作 り出 した ことで,単 元全体 の見通 しを も って

学習活動 を展開 す ることがで きた。 この読み の視点 は最後 まで生 か された。

・ポス ターセ ッシ ョンをす る目的があ ったため,児 童 は主体 的に教材 にかかわ り,意 欲 を持

続 させ なが ら,楽 しんで活動 す ることがで きたといえ る。 ア ンケー ト結果 か らもポ スター

セ ッシ ョンを取 り入 れた単元構成 は,児 童一人一人 に 「表現 す るって楽 しいな」 とい う思

い,喜 び,満 足感 を残 す ことがで きたと思 われ る。

・読書→読解→読書 とい う流 れで単元構成 した ことで,読 書活動 に広 が りがで きた。

② 学習活動 の工夫 について

・読 みの視点 にそ って全体 を読 み通 す読解 の方法 をとった ことは,自 分たちで他作 品を読 み

進 め る力 とな り,ポ スターセ ッシ ョンで の表現で も生 か された。

・様 々な ワー クシー トを用意 した ことによ って,自 分 に合 った方法 を選択 し,表 現 す る こと

がで きた。 ここで,い ろいろな表現方法 を学んだ ことが,や がてポ スターセ ッシ ョンで生

か され る こととな った。

・最初 は ワー クシー トを選択 していた児童が最後 には白紙 を選択 す るよ うになったことか ら,

児童 は進 んで表現 し,創 り上 げてい く楽 しさを味わ っていた と思 われ る。

・児童 は,ポ スターセ ッシ ョンに向けて 「白いぼ うし」 と比較 して,共 通点 や相違点 を見付

けよ うと意識 しなが ら読 み深 めてい った。 そ して,そ の作 品を どのよ うな表現方 法で紹介

す るか,話 し合 い,創 り上 げてい く過程が,実 に生 き生 きと活動 的であ った。

・ポス ターセ ッシ ョンで は何度 も発表す る ことによって,表 現 がよ り確 かな ものにな り,自

信 を もって発表 していた。

・ポス ターセ ッシ ョンで友達 の発表 か ら新 たな表現方法 を知 ることがで きた。 また,話 し合

いや発表会 を通 して友達 のよさに気付 き,学 び合 うことがで きた。

③ 指導 と評価 の工夫 について

・様 々な表現方法 を知 り,選 ぶ ことがで きるよ うにワー クシー トを工 夫 した。 また,ワ ー ク

シー トか ら読 みの実態 を把握 し個 やグループに応 じた表現方法 の助言 や支援 がで き,意 欲

と自信 を与 え ることがで きた。

・ポス ターセ ッシ ョンの際,感 想交流 したことで,お 互 いのよい点 を認 め合 い,学 習 に対 す

る満足感 を得 ることがで きた。

〈課 題〉

・聞 く話す のめあてを しっか りもっていないと,ポ スターセ ッシ ョンがお楽 しみ会 的 にな っ

て しま う。 ここで は,「 白いぼ うし」 で学 んだ読 みの視点 が共通 のベ ー スとな って い るの

で,「 白 いぼ うし」 と比較す るとい う視点 を発表者 と聞 き手が もっ ことが必 要 で あ る。 こ

の こ とによ り,お 互 いの交流 も,も っと活発 になると思われ るので さらに工夫 して い く。
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1高学年分科会 研究主題 言葉 を見っ め,自 分 の考えを深 め,

学 び合 いを通 して主体 的に表現 す る指導 の工 夫

圏
(1>単 元名

教材名

自分 の成長 について振 り返 り,考 えを深め表現 しよ う!

(「表現 す る力」 の② と⑥ を伸 ばす ことを中心 と した単元)

私 の成長発表会～卒業 まであと200日 ～

「石 うす の歌」他

② 研究主題 と単元 とのかかわ り

高学年 は,自 我 の 目覚 めの時 期,一 人一人 の個性が,よ り顕著 に見えて くる時期である。

この よ うな時期 に"自 分 の成長"を 振 り返 り見っ めてみ ることは,自 分その ものを知 る こ

とにとどま らずに,他 者 の存在 や気持 ちに気付 いた り,物 語の中の登場 人物 の心情 を よ り

深 く理解 す るのに有効 であ る。 そ して自分 を知 る ことは,自 分 自身 を肯 定的 にと らえ,思

いや考 えを積極 的に表現 す る活動 が活発 にな り,生 きる力へ とっなが って い く。6年 生 と

い う卒業 を意識 で きる学年 のたあ,「 成長」 とい うキー ワー ドに も,自 然 に 目を向 け る こ

とがで きる。 また,取 材能力 も向上 して きて いる。 このよ うな発達段階の特長 を生か して,

『石 うすの歌』で得 た視点 を もとに して,手 引 きを参考 に様 々な資 料 を活用 しなが ら,自

分 を見っ めてい くという単元 を構想 した。

単元 を進 め る上 で,5っ の コー スを設定 し,選 択 制に した。個表 や助言 カー ドを作 る こ

とで,個 別 に支援 がで きるよ うに し,学 び合 いの場 で は,コ ーナーを設 け,自 由に話 し合

う 「フ リー タイ ム」 を設定 す ることで,児 童が主体 的 に表現 す る力 が育 っ と考 えた。

(3}学 習指導計画 の概要(全12時 間 本時10/12)

時
主 な 学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 一 学び合い
教師の○指導 ●支援 ◎評 価

第
一

次

③

◇成長 とい う言葉 につ いて思 いつ ○登場人物 と自分 の成長 と

の比較 であ ることを押 さ

え る。

●成長 につ いて 自分 の体 験

を振 り返 るよう助言 す る

◎単元全体 の見通 しを

もったか。

◎友達 と意見 を交 え な

が ら言葉 を見 っめ課

題 を探 したか。

い たことを話 し合 う。

☆ 石 うすの歌の初発 の感想 を書 き

学 習課題 を交流 し合 う。

◇ 自分 の読 みの課題 を決 める。

第

二

次

③

◇ ☆千枝子 の成長 にっいて,好 き

な方法 を選択 し,読 みの課題 に

迫 る成長 ノー トを作成す る。

・フ リー タイムで自由に交流す る。

○似 た課題 の児童 で グル ー

プ編成 をす る。

●様 々な表現 す る活動 の場

を設 定す る。

◎友達 との読 みの違 い

に気付 き,自 分のノー

トに生 かそ うと した

か。

第

三

次

⑥

☆ 「私の成長」 にっ いて取 材 し,

成長 に関 す るノー トを作 る。

・友達 の意見 を付 け加 え る。

☆発表会 を行 う。

○交流の場を通 して,よ り

考えを深 めさせ る。

●資料や手引 きを用意 し,

コーナーを設 ける。

◎ 自分の成長 や生 き る

姿を見っ める ことで

本単元 の成就感が も

てたか。
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(4》 本 時の学習(10/12)

① 目 標 ・友達 と成長 につ いて話 し合 い,成 長 にっいて の考 えをま とめる。

・友達 と学 び合 いなが ら成長 についての ノー トを完成 する
。

② 展 開

前時 までの学 習活動

・自分 の成 長 につ いて,取 材 した 「成長」 と比較 しなが ら自由にノー トに表現 す る。

学 習 活 動

◇言葉 ☆表現 一 学び合い

○ 指導 ● 支援 ◎ 評 価

1ノ ー トを読 み返 して前時 ま

での学 習を想起す る。

○学習 の流れを掲 示す る。 ◎ 自分 の活動 の流 れを確認

したか。

◎ 自分 の課題 に意欲 的 に取

り組 んでい るか。

◎ コーナーや,資 料 を有効

に活用 してい るか。

◎視点や根拠 をは っきりさ

せてお互 いの考 えを交 流

したか。

◎ 自分 の考え と,友 達 の考

え との違 いや,共 通点 に

気付 き,自 分の ノー トに

生 か したか。

◎ 発表 会 に向 けて単 元 の課

題 に基づ いた作品がで き

たか。

友達 のノー トの内容 や,表 現 のよいと ころを学 ん で

「成長 に関す るノー ト」 を完成 させよ う。

2☆ ノー ト作成 の続 きを行 う ● それ ぞれ のコースには,成

就像 をと らえた手 引 きを用

意す る。

● コースごとにコー ナーを設

けて 自由 に活動 で きるよ う

にす る。

○ 自分の考 えが変 わ った り,

付 け加 わ った りした もの は

分 か るよ うに書 くことを指

示 す る。

○話 し合 いの観点 を示す。

1読書 コー ス1自 分で探 した図 書

資料 で成長 につ いて調べ る。

1人物 の言葉 コース1伝 記 などで

成長 に関 わ る言葉を調 べ る。

1自分振 り返 りコース1自 分 の成

長 につ いて家族先生友人 か ら聞

き,資 料 を活 用す る。

1ビ ジュ ア ル コ ー ス1ビ デ オ や マ

ンガを活用 して調 べ る。

1オ リジナ ル コ ー ス1自 由 に取 材

し,資 料 を集 めて調 べ る。

3・ フ リー タイ ムで ノー トを見

せ合 った り考 えを述べ合 った

りす る。

4・ 中間報告 をす る。

5・ 聞 き手 は感想 をメモに書 き

話 し合 う。

6☆ 今 まで の話 し合 いを参考 に

しなが ら自分 ノー トを完成 さ

せ る。

自分の考 え と違 うこと

自分の知 らなか った こと

いいなあ と思 った こと

●付箋紙 を活用 して,感 想 の

交流が活発 になるよ うに促

す。

次 時以 降 の学習 内容

・効 果的 な表現 を工夫 して,「 私 の成長発表会」を行 い,ま とめ る。
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⑤ 研究 の成果 と課題

〈成 果〉

① 単元構成 の工夫 にっ いて

・自分 の成長 を振 り返 りなが ら,興 味や関心 に応 じて,広 く教材 を選択 で きる単元構成 を工

夫 した ことで,児 童の 自己決定 の機会 を増 や し,進 んで表現 しよ うとい う意欲 をひ き出 し

た。

・成就像 を明 らか にす るため,活 動 の掲示 を工夫 したことにより児童 が学習 の流 れを よ く理

解 し,主 体 的な学 習がで きた。

・成長 の視点 を得 るたあに,『 石 うすの歌』 を共通 の教材 として活用 した ことは,「私 の成長」

につ いて の手掛 か りと して,適 切 であ った。

② 学習活動 の工夫 について

・児童 は,課 題意識 に応 じて活動 を選択 ・計画 したことにより,表 現 に適 した資料 を活用 す

ることがで き,表 現力 の向上 へっなが った。

・「私 の成長」 をまとめ る時の表現方法 を,児 童が選択で きるよ うに した こ とで,児 童 の活

動 が活発 にな った。

・5っ の コースにそれぞれ,資 料 などを置 いた コーナーを設定 し,児 童が必要 に応 じて活用

で きるよ うに した。 その結果,個 性豊かな ノー トの完成 に役立 ち,主 体的 に表現す る こと

にっなが った。

・フ リー タイムで,自 由に話 し合 う活動 は有効 であ った。助言が欲 しい時や必要 な情報 を得

たい時に,児 童相互が活発 に交流す ることがで きた。作品 に も友達か らの助言や情報 を生

かせた ことが,学 習 の楽 しさを引 き出 し,満 足感 ・成就感 に もっ なが った。

・グルー プに よる話 し合 い,付 箋紙での感想交流,学 級全体 に対す る発表な ど,様 々 な形態

や方法 を取 り入れ,学 び合 いを行 った ことによ り,活 動 の場を多 く設定で き,児 童 の交流

が活発 にな った。

③ 指導 と評価 の工夫 につ いて

・児童 の実態 に応 じて,学 習 に対 す る評価 や今後 の支援 の方向を示 した個表 を作 ることに よ

り,個 に応 じた支援 を行 うことがで きた。 その結果,児 童一 人一 人が,よ りよい 「私 の成

長」 ノー トを作 ろうとい う意欲 や,自 信 を もっ ことにっなが った。

・一時間 ごとに付箋紙 によ る助言 カー ドを作成す ることにより
,児 童一人一 人の よさや適 切

な支援 を,教 師が具体 的 にイ メー ジす ることがで きた。 同時に記録 として残 ることによ り,

繰 り返 し教師 の助言 に立 ち返 った り,自 分 自身の学習の流 れを振 り返 る,形 成 的 自己評 価

に役立 て た り した。 また,友 達 か らの感想 ・意見 ・ア ドバイ スの カー ド同様 に相互評価 に

役立 ち,交 流 や活動 に生 か された。

〈課 題〉

・学 習活 動が多様化 した際 に,コ ーナーを更 に工 夫 した り,テ ィー ムテ ィーチ ングを導入 し

た りす るなど,よ り個 に応 じた支援 の仕方を研究 してい く。

・今回の学 習 によ り,獲 得 した自分 らしさや 自分 のよ さに対す る視点 を他教科 や領域,さ ら

に は日常生 活 の中で も活用で きるような取 り組 みにっいて も研究 を深 める。
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IV研 究の成果 と課題

学 び合 いを通 して,言 葉 を もとに考 えた り,互 いに認 め合 った りす る楽 しさを感 じることの

で きる場面 を意 図的 に設定 し,進 んで表現す る子 を育 て る指導 の研究 を進 めて きた。 この研 究

に よ り,次 のよ うな成果 を得 るとと もに,課 題 も明 らかにな った。

1成 果

(D興 味 や関心 を生 か した単元構成 の工夫

興味や関心 に応 じて,広 く教材 を選択 で きる単元構成 は,進 んで表現 しよ うとす る児 童

の意欲 を引 き出 した。教材 の特性 を生か して学習課題を 自分 たちで作 り出 したことで,単

元 全体の見通 しを もって学習活動 を展開す る ことがで きた。 また,児 童 の実態 に応 じて身

近 な話題や題材 を取 り上 げ ることによ って興味 を持続 し,学 習を広 げ ることがで きた。

(2)自 分 の言葉で表現 し,学 び合 う学習方法 の工夫

様 々 な学 習活動 を選択で きる場 を設定 した ことによって,児 童 は自分 に合 った学 習方法

や表現 方法を選 んで表現す る ことがで きた。多様 な表 現方法 に触 れた り,自 分 とは違 う見

方 や考 え方 に気付 いた りす る ことによ り学 び合 う楽 しさを味わ っていた。感想交流,全 体

で の話 し合 い,発 表会 など様 々な形態や方法で学習 した ことによ り,児 童 は共 に学 び合 う

中 で友達 の よさに気付 き,自 分 の考え に自信 を もち,よ り深 め ることがで きた。

(3}共 感的 に理解 し支援す る指導 と評価 の工夫

児童一人一 人の実態を把 握 し,自 分 の思 いや考 えを表現す る活動 の中 で,個 やグルー プ

に応 じた助言 と支援 を行 った ことが,児 童一人一人 に意欲 と自信 を与 える ことが で きた。

また,学 び合 いを通 して 自分 を振 り返 り,自 己評価 や相互評価を行 うことによ り,お 互

いの考 えや表現 の よいところを認 め合 うことがで きた。 このよ うな活動 を通 して,自 分 か

ら進 んで表現 す る力が高 ま り,お 互 いを尊重す る態度 を養 うことがで きた。

2課 題

・児童一 人一 人 への適切 な助言 や言葉が けによ り進 んで表現 す る力 は育 ったが
,さ らにその

力 を 日常生 活 で活用 で きるよ うに研究 を深 める。

・他教科 との関連 を考 えなが ら,国 語科で,い っ,ど んな表現 力を育 て るのか,学 年 の系統

性 を考 えた年間指導計画 の見直 しと充実が必要 であ る。
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